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 南海トラフにおいて取得された反射法地震記録断面には、海山の沈み込みによって影響を受けたと考えられ

る地質構造が認められる。そこで、モデル実験を用いて海山沈み込みにともなう付加体形成過程を再現し、海底起

伏や地層流体の移動経路となる断層への海山沈み込みの影響を解析した。 

 様々に実験条件（海山の有無、可動壁からの海山の初期位置）を変えてモデル実験を行った結果、海底地形

に対応する表面起伏と、その内部構造である断層の形態から、海山沈み込みの前後に形成された変形構造が明瞭に

識別できることがわかった。 

 この実験の結果を東海沖の反射法地震記録と比較すると、これまで真下に海山が存在すると考えられていた

第二天竜海丘は、実験で観察された海山通過に伴う隆起構造に対比され、その直下には海山は存在していないと推

定される。また、この付近での断層は、海山沈み込みの前後で形成された２系統のものに明瞭に区分され、これら

によって地層流体の移動経路が大きな影響を受けたと推定される。 

 


